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お
き
に
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
外
し
と
装
填
作
業
を
し

な
が
ら
、
二
四
六
名
分
の
診
断
結
果
の
記
入
作
業

を
お
こ
な
う
。 

お
き
に
フ
ィ
ル
ム
の
取
り
外
し
と
装
填
作
業
を
し

な
が
ら
、
二
四
六
名
分
の
診
断
結
果
の
記
入
作
業

を
お
こ
な
う
。 

れ
ぞ
れ
に
他
人
の
検
診
結
果
が
通
知
さ
れ
た
。
本

来
は
「�

異
常
な
し
」
で
あ
る
の
に
「�

軽
度
の

異
常
（
経
過
観
察
）
」
と
さ
れ
た
人
が
一
名
、
本

れ
ぞ
れ
に
他
人
の
検
診
結
果
が
通
知
さ
れ
た
。
本

来
は
「�

異
常
な
し
」
で
あ
る
の
に
「�

軽
度
の

異
常
（
経
過
観
察
）
」
と
さ
れ
た
人
が
一
名
、
本

な
わ
れ
な
か
っ
た
。 
な
わ
れ
な
か
っ
た
。 
こ

 

衛
生
管
理
者
や
産
業
医
（
「
健
康
管
理
医
」
）
、

衛
生
委
員
会
へ
の
説
明
も
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。 

こ

 

衛
生
管
理
者
や
産
業
医
（
「
健
康
管
理
医
」
）
、

衛
生
委
員
会
へ
の
説
明
も
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
。 

「
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
」
だ
と
し
て
、
担
当
し
た
職
員

に
全
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。 

「
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
」
だ
と
し
て
、
担
当
し
た
職
員

に
全
責
任
を
負
わ
せ
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。 
校長会の研究（第15回）校長会と教頭会（その３）教頭会法規演習における労働安全衛生法違反（下）
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ま

 

一
月
二
三
日
と
二
月
五
日
の
二
回
、
こ
の
問
題

の
調
査
の
た
め
、
茨
城
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合

の
調
査
団
が
総
合
健
診
協
会
を
訪
れ
た
。
総
合
健

診
協
会
の
岩
間
靖
彦
専
務
理
事
は
、
今

の
件
は

「
担
当
者
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
」
が
原
因
で
あ
り
、

常
日
頃
か
ら
細
心
の
注
意
を
は
ら
う
よ
う
言
っ
て

来
た
の
に
た
い
へ
ん
残
念
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。 

ま

 

一
月
二
三
日
と
二
月
五
日
の
二
回
、
こ
の
問
題

の
調
査
の
た
め
、
茨
城
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合

の
調
査
団
が
総
合
健
診
協
会
を
訪
れ
た
。
総
合
健

診
協
会
の
岩
間
靖
彦
専
務
理
事
は
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の
件
は

「
担
当
者
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
」
が
原
因
で
あ
り
、

常
日
頃
か
ら
細
心
の
注
意
を
は
ら
う
よ
う
言
っ
て

来
た
の
に
た
い
へ
ん
残
念
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。 

 

一
二
月
一
〇
日
と
一
一
日
、
二
会
場
で
受
診
者

が
提
出
し
た
問
診
票
か
ら
氏
名
・
性
別
・
年
齢
を

転
記
し
た
読
影
結
果
記
入
用
の
帳
票
が
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
出
力
さ
れ
、
フ
ィ
ル
ム
の
置
か
れ
て
い
る
ス

チ
ー
ル
棚
の
別
の
段
に
置
か
れ
た
。 

 

一
二
月
一
〇
日
と
一
一
日
、
二
会
場
で
受
診
者

が
提
出
し
た
問
診
票
か
ら
氏
名
・
性
別
・
年
齢
を

転
記
し
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読
影
結
果
記
入
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の
帳
票
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コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
出
力
さ
れ
、
フ
ィ
ル
ム
の
置
か
れ
て
い
る
ス

チ
ー
ル
棚
の
別
の
段
に
置
か
れ
た
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一
二
月
一
二
日
の
午
後
一
時
〇
〇
分
か
ら
、
読

影
室
で
二
名
の
医
師
が
撮
影
済
み
フ
ィ
ル
ム
の
読

を
お
こ
な
っ
た
（
「
二
重
読
影
方
式
」
）
。 

 

一
二
月
一
二
日
の
午
後
一
時
〇
〇
分
か
ら
、
読

影
室
で
二
名
の
医
師
が
撮
影
済
み
フ
ィ
ル
ム
の
読

を
お
こ
な
っ
た
（
「
二
重
読
影
方
式
」
）
。 

影

 

読
影
作
業
に
は
、
総
合
健
診
協
会
の
診
療
所
の

保
健
婦
ま
た
は
検
診
部
地
域
検
診
第
二
課
の
看
護

婦
が
、
「
読
影
介
助
者
」
と
し
て
参
加
す
る
。
読

影
介
助
者
は
四
〇
〇
枚
撮
り
の
ロ
ー
ル
・
フ
ィ
ル

ム
を
透
過
照
明
付
き
の
読
影
用
機
器
に
装
填
し
、

フ
ィ
ル
ム
に
対
応
す
る
結
果
記
入
用
の
帳
票
を
用

意
し
て
、
医
師
の
告
げ
る
読
影
結
果
を
記
入
す
る
。

一
本
分
の
読
影
が
終
わ
る
と
、
フ
ィ
ル
ム
を
取
り

外
し
て
次
の
フ
ィ
ル
ム
を
装
填
し
、
帳
票
の
対
応

る
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
医
師
の
指
示
を
待
つ
。 

影

 

読
影
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に
は
、
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ィ
ル
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透
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明
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き
の
読
影
用
機
器
に
装
填
し
、

フ
ィ
ル
ム
に
対
応
す
る
結
果
記
入
用
の
帳
票
を
用

意
し
て
、
医
師
の
告
げ
る
読
影
結
果
を
記
入
す
る
。

一
本
分
の
読
影
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終
わ
る
と
、
フ
ィ
ル
ム
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取
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し
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次
の
フ
ィ
ル
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装
填
し
、
帳
票
の
対
応

る
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
医
師
の
指
示
を
待
つ
。 

す

 

こ
の
日
は
四
五
分
間
で
、
水
戸
一
高
会
場
の
二

六
名
分
と
友
部
高
校
会
場
の
二
六
名
分
の
他
、
ひ

た
ち
な
か
市
で
の
地
域
検
診
の
フ
ィ
ル
ム
三
本
、

計
八
五
名
分
と
、
三
和
町
で
の
地
域
検
診
の
フ
ィ

ル
ム
三
本
、
計
一
〇
九
名
分
の
読
影
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
全
部
で
八
本
、
二
四
六
名
分
、
一
七
〇
〇

コ
マ
余
り
で
あ
る
。
読
影
介
助
者
は
ほ
ぼ
五
分
間

す

 

こ
の
日
は
四
五
分
間
で
、
水
戸
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会
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の
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校
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フ
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県
立
学
校
教
職
員
の
場
合
、
数
十
か
所
の
会
場

で
別
個
に
撮
影
が
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
、
会
場
名

と
、
会
場
ご
と
の
順
番
を
示
す
数
字
を
つ
け
る
。

一
二
月
四
日
の
場
合
、
フ
ィ
ル
ム
に
は
「
ミ
ト
イ

チ
コ
ウ
」
と
い
う
会
場
名
と
、
「
〇
〇
〇
〇
一
」

か
ら
「
〇
〇
〇
二
六
」
ま
で
の
番
号
、
一
二
月
五

日
の
場
合
、
会
場
名
「
ト
モ
ベ
コ
ウ
」
と
、
「
〇

〇
〇
〇
一
」
か
ら
「
〇
〇
〇
二
六
」
ま
で
の
番
号

写
し
込
ま
れ
て
い
た
。 
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と
こ
ろ
が
、
結
果
記
入
用
帳
票
に
印
字
さ
れ
る

「
実
施
主
体
名
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は
、
「
水
戸
一
高
」
会
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「
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」
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て
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フ
ィ
ル
ム
上
の
個
人
番
号
は
、
二
本
と
も
「
〇

〇
〇
〇
一
」
か
ら
「
〇
〇
〇
二
六
」
で
あ
る
。
二

会
場
の
帳
票
を
区
別
す
る
デ
ー
タ
は
日
付
の
最
後

の
一
文
字
だ
け
だ
っ
た
。
読
影
介
助
者
が
フ
ィ
ル

ム
の
装
填
を
終
え
て
帳
票
の
ペ
ー
ジ
を
繰
る
と
き

、
取
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違
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が
起
き
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水
戸
一
高
会
場
の
二
六
名
の
フ
ィ
ル
ム
の
判
定

結
果
が
、
友
部
高
校
会
場
の
二
六
名
分
の
帳
票
に

記
入
さ
れ
た
。
友
部
高
校
会
場
の
二
六
名
の
フ
ィ

ル
ム
の
判
定
結
果
が
、
水
戸
一
高
会
場
の
二
六
名

の
帳
票
に
記
入
さ
れ
た
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に
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結
果
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一
二
月
一
八
日
付
け
で
、
受
診
し
た
五
二
名
そ

分

 

一
二
月
一
八
日
付
け
で
、
受
診
し
た
五
二
名
そ

変
の
存
在
の
疑
い
、
悪
性
の
疑
い
（
精
密
検

査
）
」
と
さ
れ
た
人
が
、
総
合
健
診
協
会
で
内
視

鏡
に
よ
る
精
密
検
査
を
受
け
た
。
胃
壁
は
健
康
そ

の
も
の
で
、
「
辺
縁
不
整
、
巨
大
皺
壁
」
が
あ
る

と
す
る
一
次
検
査
結
果
と
の
食
い
違
い
が
顕
著
で

あ
っ
た
。
内
視
鏡
検
査
を
担
当
し
た
医
師
の
指
示

で
一
次
検
査
フ
ィ
ル
ム
と
結
果
記
入
用
帳
票
の
点

検
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
二
月
四
日
の
デ
ー
タ
と
五

の
デ
ー
タ
の
取
り
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
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フ
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ル
ム
と
結
果
記
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票
の
点

検
が
お
こ
な
わ
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、
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二
月
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日
の
デ
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タ
と
五

の
デ
ー
タ
の
取
り
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
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日

 

午
後
三
時
、
総
合
健
診
協
会
内
に
事
故
対
策
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
対
応
策
に
つ
い
て
の
検
討
が

こ
な
わ
れ
た
。 

日

 

午
後
三
時
、
総
合
健
診
協
会
内
に
事
故
対
策
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
対
応
策
に
つ
い
て
の
検
討
が

こ
な
わ
れ
た
。 
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一
月
一
七
日
、
県
立
水
戸
第
一
高
校
、
友
部
高

校
、
笠
間
高
校
の
三
校
を
、
総
合
健
診
協
会
の
三

倉
昭
管
理
部
長
と
細
谷
博
精
度
管
理
課
長
ら
が
訪

問
し
、
各
校
の
校
長
な
い
し
教
頭
の
立
ち
会
い
の

も
と
で
、
通
知
さ
れ
た
判
定
の
数
値
に
間
違
い
の

あ
っ
た
一
四
名
と
面
会
し
、
事
情
説
明
と
謝
罪
を

こ
な
っ
た
。 

お

 

一
月
一
七
日
、
県
立
水
戸
第
一
高
校
、
友
部
高

校
、
笠
間
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総
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の

あ
っ
た
一
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と
面
会
し
、
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と
謝
罪
を

こ
な
っ
た
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お

 

こ
れ
ら
三
校
一
四
名
を
除
く
、
八
校
の
三
八
名

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
当
初
通
知
さ
れ
た
他
人

の
検
査
結
果
と
、
訂
正
後
の
本
人
の
検
査
結
果
の

数
値
が
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
（
お
そ
ら
く
全
員
が

「�

異
常
な
し
」
で
あ
ろ
う
）
、
結
果
的
に
取
り
違

い
は
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
、
説
明
・
謝
罪

対
象
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

お

 

こ
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一
四
名
を
除
く
、
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っ
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）
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に
取
り
違
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は
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か
っ
た
も
の
と
み
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れ
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・
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罪

対
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と
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な
か
っ
た
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今
回
の
事
故
を
「
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
」
に
よ
る
も

の
と
す
る
総
合
健
診
協
会
の
認
識
は
当
を
得
た
も

の
で
は
な
い
。
今
回
の
件
は
、
デ
ー
タ
処
理
シ
ス

テ
ム
の
根
本
的
欠
陥
と
読
影
室
の
構
造
上
の
問
題

必
然
的
に
引
き
起
こ
し
た
医
療
事
故
で
あ
る
。 
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ま
ず
、
フ
ィ
ル
ム
と
帳
票
へ
の
デ
ー
タ
の
表
示

方
法
に
根
本
的
欠
陥
が
あ
っ
た
。
フ
ィ
ル
ム
に
は

検
診
会
場
名
が
写
し
こ
ま
れ
る
の
に
、
帳
票
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は

検
診
会
場
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が
印
字
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な
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。
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〇
一
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ら
は
じ
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が
使
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、
個
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を
識
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す
る
番
号
と
な
っ
て
い

な
い
。
複
数
の
デ
ー
タ
を
区
別
す
る
手
掛
か
り
は

日
付
だ
け
で
あ
り
、
容
易
に
取
り
違
い
が
起
き
る
。

（
同
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に
二
か
所
で
撮
影
し
た
場
合
、
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別
が
つ
か

な
い
。
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一
二
月
四
日
、
財
団
法
人
茨
城
県
総
合
健
診
協

会
（
水
戸
市
笠
原
町
四
八
九—

五
。
会
長
＝
橋
本
昌
茨

城
県
知
事
）
の
胃
が
ん
検
診
車
「
ひ
か
り
五
号
」

が
県
立
水
戸
一
高
に
出
向
き
、
水
戸
一
高
や
水
戸

二
高
な
ど
三
校
二
六
名
の
教
職
員
の
胃
の
Ｘ
線
写

真
を
撮
影
し
た
。
フ
ィ
ル
ム
は
即
日
現
像
さ
れ
、

総
合
健
診
協
会
二
階
に
あ
る
読
影
室
の
ス
チ
ー
ル

に
保
管
さ
れ
た 
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翌
一
二
月
五
日
、
「
ひ
か
り
五
号
」
が
県
立
友

部
高
校
に
出
向
き
、
友
部
高
校
や
笠
間
高
校
な
ど

五
校
二
六
名
の
教
職
員
の
胃
の
Ｘ
線
写
真
を
撮
影

し
た
。
フ
ィ
ル
ム
は
即
日
現
像
さ
れ
、
読
影
室
の

棚
に
置
か
れ
た
。
前
日
の
フ
ィ
ル
ム
と
同
じ
ス
チ

ル
棚
の
同
じ
段
だ
っ
た
。 
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二
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五
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、
「
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か
り
五
号
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県
立
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部
高
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に
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向
き
、
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部
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ど

五
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二
六
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の
教
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の
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線
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し
た
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フ
ィ
ル
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即
日
現
像
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読
影
室
の
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フ
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ル
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フ
ィ
ル
ム
に
は
、
各
コ
マ
に
日
付
を
あ
ら
わ
す

数
字
（
五
桁
。
元
号
の
末
尾
一
桁
、
月
二
桁
、
日
二

桁
）
と
、
検
診
会
場
名
の
カ
ナ
文
字
（
例
「
ヒ
タ
チ

カ
」
）
、
個
人
番
号
（
五
桁
）
が
写
し
込
ま
れ
る
。 
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結
果
記
入
用
帳
票
に
は
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢

の
ほ
か
、
日
付
、
実
施
主
体
名
、
個
人
番
号
が
印

字
さ
れ
て
い
る
。
地
域
検
診
の
場
合
、
実
施
主
体

名
は
市
町
村
名
（
例
、
「
ひ
た
ち
な
か
」
）
で
あ
り
、

フ
ィ
ル
ム
上
の
検
診
会
場
名
（
例
、
「
ヒ
タ
チ
ナ

カ
」
）
と
一
致
す
る
。
受
診
者
は
ひ
と
つ
の
自
治

体
で
数
百
人
な
い
し
数
千
人
に
及
ぶ
。
個
人
番
号

は
一
連
番
号
を
割
り
振
っ
て
あ
る
。
市
町
村
名
と

五
桁
の
個
人
番
号
で
、
誰
の
写
真
で
あ
る
か
区
別

つ
く
。 
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来
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「�

異
常
な
し
」
で
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の
に
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変
の

存
在
の
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い
、
悪
性
の
疑
い
（
精
密
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査
）
」
と

さ
れ
た
人
が
六
名
い
た
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と
さ
れ
た
人
が
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名
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誤
っ
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病
変
の
存
在
の
疑
い
、
悪
性
の
疑

い
（
精
密
検
査
）
」
と
さ
れ
た
六
名
の
う
ち
の
一

名
は
、
以
前
に
胃
潰
瘍
を
患
っ
た
こ
と
の
あ
る
人

だ
っ
た
。
通
知
書
に
は
、
以
前
と
は
別
の
部
位
の

病
変
が
指
摘
し
て
あ
っ
た
。
検
査
前
の
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
心
労
が
か
さ
な
っ
た
こ
と
で
、
あ
ら
た

な
潰
瘍
が
で
き
た
も
の
と
考
え
、
冬
休
み
あ
け
に

精
密
検
査
を
う
け
る
こ
と
と
し
、
正
月
の
酒
を
ひ

か
え
た
う
え
で
、
二
度
の
針
灸
治
療
を
受
け
た
。 
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一
月
二
二
日
、
総
合
健
診
協
会
は
、
文
書
に
よ

る
説
明
を
求
め
た
一
部
の
受
診
者
に
「
お
詫
び
」

文
書
を
送
付
し
た
。 
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「
原
因
は
、
読
影
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助
者
（
看
護
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が
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が
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定
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の
十
分
な
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認
を
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た
め
、
貴
殿
の
フ
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ル
ム
と
ワ
ー
ク
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を
別
の
方
の
も
の
と
取

り
違
え
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
ず
、
読
影
に
臨
ん

で
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
…
…
今

回
一
二
月
四
日
・
五
日
の
県
立
学
校
教
職
員
の
胃

が
ん
検
診
は
、
同
一
の
検
診
車
で
実
施
さ
れ
た
上

に
、
実
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し
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診
人
員
〔
人
数
の
こ
と
〕
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ま
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机
の
な
い
読
影
介
助
者 

 

総
合
健
診
協
会
二
階
の
フ
ィ
ル
ム
読
影
室
は
、

学
校
の
事
務
室
ほ
ど
の
広
さ
の
部
屋
で
あ
り
、
右

手
奥
と
左
手
奥
に
、
そ
れ
ぞ
れ
医
師
二
名
が
読
影

を
お
こ
な
う
た
め
の
透
過
照
明
機
具
と
机
が
あ
り
、

そ
の
脇
に
フ
ィ
ル
ム
と
帳
票
を
保
管
す
る
戸
棚
が

る
。 

あ

 

読
影
介
助
者
の
た
め
の
机
は
な
い
。
読
影
介
助

者
は
、
二
名
の
医
師
の
背
後
で
小
さ
な
椅
子
に
腰

掛
け
、
膝
の
う
え
で
帳
票
へ
の
記
入
を
お
こ
な
う
。

フ
ィ
ル
ム
装
填
と
取
り
外
し
作
業
を
し
な
が
ら
、

そ
の
姿
勢
で
四
五
分
間
で
二
四
六
名
分
の
結
果
記

を
お
こ
な
う
。 

入

 

読
影
室
の
中
央
に
は
、
大
き
な
ソ
フ
ァ
と
テ
ー

ブ
ル
が
置
か
れ
て
い
る
。
医
師
が
休
憩
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
医
師
の
た
め
に
は
場
違
い
と

も
思
え
る
ほ
ど
大
型
の
家
具
が
設
置
さ
れ
る
い
っ

ぽ
う
で
、
読
影
介
助
者
の
看
護
婦
や
保
健
婦
に
は

も
用
意
さ
れ
な
い
。 

机

 

茨
城
高
教
組
の
調
査
団
が
、
介
助
者
に
机
が
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、
机
を
設
置
し
て
記
入
作
業
を

お
こ
な
う
よ
う
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
告
げ

た
と
こ
ろ
、
健
診
協
会
の
三
倉
昭
管
理
部
長
は
、

「
茨
城
高
教
組
か
ら
作
業
方
法
に
つ
い
て
ま
で
言

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思
わ
な
い
。
担
当

職
員
か
ら
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
申
し
立
て

は
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
た
。 

「
事
故
再
発
防
止
委
員
会
」 

 

二
〇
〇
〇
年
五
月
の
県
立
桜
ノ
牧
高
校
等
で
の

過
照
射
事
故
を
受
け
て
、
総
合
健
診
協
会
は
「
事

故
再
発
防
止
委
員
会
」
を
設
置
し
た
。
岩
間
靖
彦

専
務
理
事
を
委
員
長
と
し
、
三
倉
昭
管
理
部
長
が

委
員
長
代
理
を
つ
と
め
、
事
業
調
整
部
長
ら
三
名

の
部
長
と
県
西
・
県
南
・
鹿
行
の
各
事
務
所
長
ら

が
名
を
連
ね
る
委
員
会
は
、
業
務
全
般
に
つ
い
て

検
討
し
た
う
え
で
対
策
を
樹
立
し
、
同
年
一
〇
月

に
「
中
間
報
告
」
を
、
さ
ら
に
二
〇
〇
一
年
四
月

「
最
終
報
告
書
」
を
作
成
し
た
。 

に

 

岩
間
専
務
理
事
は
、
報
告
書
の
「
お
わ
り
に
」

で
、
「
協
会
内
の
役
員
、
職
員
、
さ
ら
に
は
外
部

の
関
係
者
か
ら
、
今
後
と
も
事
故
・
ト
ラ
ブ
ル
防

止
に
つ
い
て
意
見
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
提
言
し

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。 

て

 

し
か
し
、
茨
城
高
教
組
調
査
団
の
指
摘
に
対
す

る
反
応
を
み
て
も
、
県
総
合
健
診
協
会
幹
部
に
は

「
外
部
の
関
係
者
」
か
ら
の
指
摘
を
受
け
入
れ
る

意
思
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
に
よ
り
問
題
な
の

は
、
た
と
え
ば
四
五
分
間
に
二
四
六
名
分
の
帳
票

を
記
入
す
る
作
業
者
の
た
め
に
机
を
用
意
す
る
と

い
う
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
が
お
こ
な
わ
れ
な

い
総
合
健
診
協
会
の
組
織
体
質
で
あ
る
。 

「
担
当
職
員
か
ら
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
よ
う
な
申

し
立
て
は
な
か
っ
た
」
と
い
う
が
、
こ
の
こ
と
は

「
事
故
再
発
防
止
委
員
会
」
を
構
成
す
る
幹
部
職

員
ら
の
耳
に
は
一
般
職
員
の
声
が
す
こ
し
も
と
ど

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。 

い

 

日
常
業
務
の
な
か
に
あ
る
具
体
的
問
題
に
つ
い

て
担
当
職
員
が
自
由
に
指
摘
し
、
そ
れ
に
対
し
て

管
理
職
員
が
的
確
に
対
応
す
る
体
制
を
つ
く
ら
な

け
ば
、
事
故
原
因
を
あ
ら
か
じ
め
解
消
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

労
働
条
件
と
事
故 

 

製
品
の
品
質
低
下
や
事
故
の
頻
発
の
背
景
に
は
、

そ
の
職
場
の
労
働
条
件
の
低
下
が
あ
る
。
労
働
条

件
に
は
、
賃
金
の
ほ
か
、
労
働
時
間
、
労
働
密
度

な
ど
労
働
の
量
と
質
、
さ
ら
に
作
業
環
境
な
ど
の

労
働
安
全
衛
生
の
側
面
が
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
夏

の
雪
印
乳
業
の
集
団
食
中
毒
事
件
に
先
立
ち
、
同

社
は
、
大
規
模
な
「
リ
ス
ト
ラ
」
を
お
こ
な
っ
た
。

長
時
間
労
働
の
日
常
化
と
労
働
密
度
の
上
昇
に
よ

り
、
慢
性
的
疲
労
を
訴
え
る
労
働
者
が
増
加
し
た
。

保
健
婦
の
リ
ス
ト
ラ
も
す
す
め
ら
れ
、
労
働
安
全

生
管
理
体
制
の
機
能
も
低
下
し
て
い
た
。 

衛

 

総
合
健
診
協
会
は
、
二
五
六
名
の
職
員
と
総
数

一
九
三
名
の
臨
時
雇
用
職
員
（
二
〇
〇
〇
年
度
）
を

擁
す
る
県
内
最
大
の
出
張
検
診
主
体
の
医
療
機
関

で
あ
る
。
三
〇
班
の
検
診
グ
ル
ー
プ
が
連
日
県
内

全
域
で
の
出
張
検
診
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
各
班

は
、
年
間
二
〇
〇
日
の
出
張
検
診
を
お
こ
な
う
。

遠
隔
地
へ
の
出
張
の
際
は
、
早
朝
五
時
に
出
発
す

る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム

制
」
が
と
ら
れ
、
労
働
時
間
は
一
定
し
な
い
。
早

朝
出
発
の
う
え
、
午
後
ま
で
検
診
が
お
こ
な
わ
れ

る
。
出
張
検
診
か
ら
の
帰
着
後
の
作
業
も
あ
り
労

働
時
間
は
必
ず
し
も
一
日
八
時
間
に
お
さ
ま
ら
な

。
休
日
勤
務
も
多
い
。 

い

 

総
合
健
診
協
会
の
建
物
内
の
事
務
・
作
業
ス
ペ

ー
ス
は
非
常
に
狭
い
。
職
員
の
昼
食
場
所
も
確
保

さ
れ
て
い
な
い
。 

 

総
合
健
診
協
会
に
は
労
働
組
合
は
な
い
。 

県
行
政
と
総
合
健
診
協
会 

 

財
団
法
人
総
合
健
診
協
会
の
役
員
の
多
く
は
、

県
の
幹
部
職
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
（
会

長
＝
橋
本
昌
知
事
、
副
会
長
＝
綿
抜
剛
保
健
福
祉
部
長
、

理
事
＝
湊
孝
治
保
健
予
防
課
長
・
中
村
昌
平
教
育
庁
保

健
体
育
課
長
等
）
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
常
勤
の

幹
部
職
員
に
は
県
か
ら
の
天
下
り
・
出
向
組
が
据

え
ら
れ
て
い
る
。
岩
間
靖
彦
専
務
理
事
は
、
県
総

務
部
人
事
課
長
や
総
務
部
次
長
を
つ
と
め
た
元
県

職
員
で
あ
る
。
総
合
健
診
協
会
事
務
部
門
の
事
実

上
の
責
任
者
で
あ
る
三
倉
昭
管
理
部
長
は
、
県
保

健
福
祉
部
保
健
予
防
課
の
副
参
事
で
あ
り
、
県
職

員
を
休
職
の
う
え
総
合
健
診
協
会
に
派
遣
さ
れ
て

い
る
。
県
保
健
予
防
課
か
ら
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

九
名
の
県
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に

皆
藤
健
一
教
育
庁
文
化
課
長
は
、
か
つ
て
県
か
ら
派
遣

れ
て
総
健
管
理
部
長
を
つ
と
め
た
）
。 

さ

 

茨
城
県
の
保
健
行
政
当
局
と
教
育
行
政
当
局
は
、

一
連
の
事
件
に
つ
い
て
「
被
害
者
」
と
し
て
ふ
る

ま
っ
た
り
、
あ
る
い
は
「
監
督
官
庁
」
の
位
置
か

ら
「
遺
憾
の
意
」
を
表
明
す
る
よ
う
な
立
場
に
は

な
い
。
茨
城
県
の
行
政
当
局
は
、
県
総
合
健
診
協

会
の
現
状
に
つ
い
て
重
大
な
責
め
を
負
う
べ
き

「
当
事
者
」
な
の
で
あ
る
。 

労
働
安
全
衛
生
法
と
胃
の
検
診 

 
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
前
回
検
討
し
た

よ
う
に
、
事
業
場
（
学
校
）
ご
と
に
設
置
さ
れ
た

労
働
安
全
衛
生
組
織
に
お
い
て
実
施
方
法
の
検
討

が
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
検
診
実
施

機
関
の
選
定
も
当
然
各
職
場
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
県
教
育
委
員
会
が
、
公
正
な
競
争

を
排
除
し
て
ま
で
特
定
の
団
体
に
委
託
す
る
の
は

ら
か
な
違
法
行
為
で
あ
る
。 

明

 

労
働
安
全
衛
生
法
第
六
六
条
が
事
業
者
に
実
施

を
義
務
づ
け
て
い
る
定
期
健
康
診
断
に
つ
い
て
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
四
四
条
が
具
体
的
項
目
を

示
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
胃
の
検
査
」
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
「
胃
の
検
査
」
は
、
学
校
保
健

法
施
行
規
則
第
一
〇
条
第
一
項
第
六
号
に
「
胃
の

疾
病
及
び
異
常
の
有
無
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
お
い
て
は
除
外
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
学
校

職
員
に
つ
い
て
だ
け
義
務
づ
け
る
こ
と
に
特
段
の

由
は
な
い
。 

理

 

さ
ら
に
、
学
校
保
健
法
施
行
規
則
第
一
一
条
第

六
項
は
、
胃
の
検
査
は
「
エ
ッ
ク
ス
線
間
接
撮

影
」
に
よ
る
も
の
と
指
定
し
て
い
る
。
検
査
の
対

象
項
目
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
検
査
方
法
ま
で
規

則
（
文
部
科
学
省
令
）
で
指
定
す
る
の
は
、
ゆ
き

す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
バ
リ
ウ
ム
を
飲
む
苦
痛
や
下
剤

服
用
後
の
不
快
感
な
ど
は
と
も
か
く
、
放
射
線
被

爆
の
問
題
は
無
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
う
え
、

一
〇
〇
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
上
の
縦
九
〇
ミ
リ
・
横
八

〇
ミ
リ
の
小
さ
な
画
像
を
虫
眼
鏡
で
覗
き
込
み
な

が
ら
お
こ
な
う
読
影
診
断
の
精
度
は
決
し
て
高
い

と
は
い
え
な
い
。
見
逃
し
（
＝
誤
診
）
を
避
け
る

た
め
、
必
然
的
に
「�

病
変
の
存
在
の
疑
い
、
悪

性
の
疑
い
（
精
密
検
査
）
」
と
判
定
す
る
事
例
が

多
く
な
る
。
総
合
健
診
協
会
の
「
要
精
密
検
査
」

判
定
率
は
平
均
一
三
％
に
の
ぼ
る
（
精
密
検
査
受

診
勧
告
に
応
ず
る
の
は
そ
の
う
ち
七
〇
％
な
い
し
八

％
程
度
）
。 

〇

 

内
視
鏡
検
査
は
、
バ
リ
ウ
ム
に
よ
る
Ｘ
線
検
査

と
比
べ
て
は
る
か
に
検
査
精
度
が
高
い
も
の
の
、

個
人
差
も
あ
る
が
多
少
の
苦
痛
を
と
も
な
う
ほ
か
、

食
道
壁
を
傷
つ
け
る
事
故
に
つ
い
て
警
告
す
る
意

見
も
あ
る
（
医
療
事
故
に
つ
い
て
の
官
庁
統
計
の
不
備

か
ら
実
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
死
亡
事
故
例
も
み
ら
れ

と
い
う
）
。 

る

 

内
視
鏡
検
査
の
場
合
、
設
備
の
あ
る
医
療
機
関

で
一
日
に
一
〇
人
が
限
度
と
さ
れ
る
。
車
載
し
て

の
移
動
検
診
を
お
こ
な
う
Ｘ
線
間
接
撮
影
方
式
の

場
合
、
一
時
間
当
た
り
一
三
名
（
総
合
健
診
協
会
の

基
準
）
の
検
査
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
、
圧
倒
的

に
効
率
が
高
い
。
移
動
検
診
車
に
よ
る
Ｘ
線
間
接

撮
影
と
い
う
日
本
独
特
の
方
式
が
普
及
す
る
ほ
と

ど
唯
一
の
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
る
。 

ん

 

結
局
の
と
こ
ろ
、
移
動
検
診
車
で
の
Ｘ
線
間
接

撮
影
方
式
に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
医
療
機
関
で

の
Ｘ
線
直
接
撮
影
方
式
に
よ
る
の
か
、
あ
る
い
は

最
初
か
ら
内
視
鏡
方
式
に
よ
る
の
か
は
、
健
康
診

断
を
受
け
る
本
人
の
選
択
に
ま
か
さ
れ
る
べ
き
事

項
で
あ
る
。
そ
の
際
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
る

定
期
検
診
項
目
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
も
そ
も
胃
の
検
査
を
受
診
す
る
か
否
か
に

つ
い
て
も
、
当
該
検
査
に
よ
り
期
待
さ
れ
る
メ
リ

ッ
ト
（
が
ん
な
ど
の
疾
病
の
発
見
）
と
、
デ
メ
リ

ッ
ト
（
苦
痛
、
放
射
線
被
爆
、
食
道
壁
破
損
な
ど

の
医
療
事
故
の
可
能
性
）
を
勘
案
し
て
、
本
人
が

 

選
択
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
。

 
 

 
 

 

（
訂
正 

前
号
で
橋
本
昌
県
知
事
を
総
合
健
診
協
会
の

「
理
事
長
」
と
し
ま
し
た
が
、
「
会
長
」
の
誤
り
で
し

た
。
訂
正
し
ま
す
。
） 

h  

 

次
回
は
、
「
校
長
会 

そ
の
七
つ
の
大
罪
」
と

し
て
、
校
長
会
が
み
ず
か
ら
の
待
遇
改
善
を
求
め

る
一
方
で
、
い
か
に
し
て
一
般
教
職
員
の
労
働
条

件
を
悪
化
さ
せ
て
き
た
か
を
検
証
す
る
。 


